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活
動
報
告 

「
サ
ポ
セ
ン
で 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

第
１
回 

日 

時
；
平
成
１７
年
７
月
３０

日
（
土
曜
日
） 

場 

所
；
高
槻
市
市
民
公
益
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

目 

的
；
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

も
開
設
し
て
か
ら
３
年
目
に

入
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
市
民
活
動
の

中
間
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
目
を
担
う
機
関
と
し
て

期
待
を
担
っ
て
い
る
。 

第
１
部 

講
演 

「
身
近
な
課
題
を 

事
業
化
し
よ
う
」 

講 

師
；(

有)

協
働
研
究
所 

 

与
那
嶺 

学
氏 

１
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
リ
ア
リ
テ

ィ 

 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
こ
う
し

た
い
、
こ
う
あ
り
た
い
。 

 

リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
今
そ
こ

に
あ
る
現
実 

 

身
近
な
問
題
か
ら
取
り
組

み
、
そ
こ
で
楽
し
み
、
一
般
の

人
も
楽
し
む
。 

２
、
「
レ
コ
ー
ド
盤
」
の
考
え

方 

 

外
見
は
同
じ
で
も
中
身
に

味
の
あ
る
特
長
を
持
と
う
。 

３
、
企
画
の
事
例 

 

舞
鶴
市
「
産
直
マ
ー
ト
」
最 

初
は
１
軒
の
農
家
の
イ
チ
ゴ

か
ら
、
養
鶏
屋
さ
ん
、
漁
民
へ

４
、
「
身
近
な
課
題
」
を
顕
在

化
さ
せ
る
た
め
に
は 

 

⑴
共
進
性
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
性 

 

⑵
課
題
に
対
し
て
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
で 

“
み
る
”
。 

⑶
リ
ー
ダ
ー
は
、
め
ん
ど
う

く
さ
が
り
や
が
〝
ち
ょ
う

ど
”
良
い
。 

⑷
建
設
的
な
会
議
以
外
に

話
合
の
場
を
作
る
・
・
・
愚
痴

を
出
さ
せ
る
。 

５
、
問
題
・
課
題
の
解
決 

 

周
辺
か
ら
動
か
せ
る
。 

 

例
え
ば
開
店
・
・
大
工
仕
事
、

レ
ジ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
か
ら 

第
２
部 

 

団
体
間
の
情
報
交
換
他 

各
団
体
の
紹
介 

 

Ｓ
・
Ｏ 

＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
＄
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＄
＄
＄
＄
＄
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＄
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世
界
を
巡
る
‥ 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界 

 

第
３
回 

関
西
大
学
公
開
講
座 

 

【
現
代
世
界
の
イ
ス 

ラ
ー
ム
主
義
運
動
と 

パ
レ
ス
チ
ナ
】 

講
師 

国
立
民
俗
学
博
物

館 
 

臼
杵 

陽
教
授 

☆
な
ぜ｢

イ
ス
ラ
ー
ム
原
理

主
義
運
動｣

で
は
な
く｢

イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
運
動｣

か 

原
理
主
義
は
、
英
語
の
フ

ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
そ

の
ま
ま
日
本
訳
さ
れ
て 

お
り
悪
意
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
研
究
者
は
こ
の
言
葉

を
使
わ
な
い
。 

 
今
回
の
講
義
で
は
、
テ
ロ

 
 

味
わ
い
Ｗ
Ａ
Ｙ

茎
わ
か
め
の
き
ん
ぴ
ら 

茎
わ
か
め
を
水
又
は
お
湯
に

戻
し
て
切
る
。 

 

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
茎
わ
か

め
を
い
た
め
る
。 

 

み
り
ん
・
だ
し
・
醤
油
で
か

ら
め
る
。 

 

好
み
で
唐
辛
子
や
ゴ
マ
で
風

味
を
つ
け
る
。 

 

茎
わ
か
め
の
酢
の
物
は
、 

柔
ら
か
め
に
戻
し
て 

合
わ
せ

酢
に
漬
け
る 

 

千
切
り
野
菜
と
の
サ
ラ
ダ
に

し
て
も
い
い 

 

茎
わ
か
め
は
カ
ロ
リ
ー 

 
 

ゼ
ロ
の
美
容
食
品  

 

私
は
徳
島
県
鳴
門
よ
り
取

り
寄
せ
て
い
ま
す 

 

い
ろ
ん
な
料
理
を
し
て
み

ま
し
た
が
、
や
は
り
き
ん
ぴ
ら

が
一
番
お
気
に
入
り
で
す
。 

 

ご
飯
や
お
酒
の
つ
ま
み
に

も
ピ
ッ
タ
リ
の
常
備
食
で
す
。 

 

Ｍ
・
Ｋ 

 

 

リ
ズ
ム
に
関
わ
る
内
容
が
主
体

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
イ

ス
ラ
ー
ム
の
一
面
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
＝
テ
ロ

と
短
絡
す
べ
き
で
は
な
い
。 

☆
９
・
１
１
事
件(

２
０
０
１

年)

と
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題 

 

ブ
ッ
シ
ュ
米
政
府
に
よ
る
パ

レ
ス
チ
ナ
和
平
の
仲
介
は
、
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
を
テ
ロ
リ
ス
ト

に
利
用
さ
せ
な
い
と
い
う
理
由

か
ら
で
あ
り
現
在
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。 

一
方
、
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン

に
と
っ
て
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
防

衛
と
し
て
の
ジ
ハ
ー
ド(

聖
戦)

で
あ
り
、
１
９
９
８
年
、
ビ
ン
・

ラ
ー
デ
ィ
ン
ら
が
「
ユ
ダ
ヤ
教

徒
・
十
字
軍
に
対
す
る
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
戦
線
」
を
結
成
し
て

米
国
に
対
す
る
ジ
ハ
ー
ド

を
呼
び
か
け
た
。 

☆
エ
ル
サ
レ
ム
は
、
メ
ッ

カ
、
メ
デ
ィ
ナ
に
次
ぐ
聖
地

で
あ
り
、岩
の
ド
ー
ム
が
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
。 

☆
第
一
次
世
界
大
戦
後
、英

仏
に
よ
る
ア
ラ
ブ
世
界
の

分
割
が
、
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ

ン
の
い
う
［
８０
年
間
の
屈

辱
と
不
名
誉
］と
し
て
根
底

に
あ
る
。 

☆
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
侵
攻(

１
９
７
９

年)

で
は
、
ビ
ン
・
ラ
ー
デ

ィ
ン
の
師
の
ア
ッ
ザ
ー
ム

師
が
ジ
ハ
ー
ド
活
動
の
理

論
的
指
導
者
と
な
り
武
力

に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家

の
樹
立
に
動
く
が
暗
殺
さ

れ
た
。 

☆
イ
ス
ラ
ー
ム
解
放
党
は
、

更
に
過
激
な
テ
ロ
リ
ス
ト
中

の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

１
９
６
７
年
第
三
次
中
東

戦
争
後
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
拠
点

を
移
し
、
独
仏
英
さ
ら
に
ト

ル
コ
・
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ

ン
、
現
在
中
央
ア
ジ
ア
へ
と

組
織
を
拡
大
し
て
い
る
。 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
、
友
達

の
友
達
は
皆
友
達
だ
方
式
で

増
や
し
て
い
る
の
で
外
か
ら

は
見
え
難
い
。 

☆
パ
レ
ス
チ
ナ
の
枠
内
で
非

宗
教
的
民
主
国
家
を
め
ざ
す

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
運
動
か
ら

パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

国
家
へ
と
変
質
し
て
き
て
い

る
。 

 
 
 
 
 

Ｔ
・
Ｙ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   原爆記念日に思う 

被爆 50周年有感 

五十年前戦局危 五十年前戦局危し 

炎威八月乱蝉滋 炎威八月乱蝉滋し 

白光一閃爆風起 白光一閃爆風起り 

雲影須臾黒雨垂 雲影須臾
しゅゆ

黒雨垂る 

広島市街為地獄 広島の市街地獄と為り 

長崎民衆極傷悲 長崎の民衆傷悲を極む 

且行実験法中呆 に実験を行わんとす法中呆なり 

反核高嚆竟訴誰 反核の高 嚆

こうこう

竟

つい

に誰にか訴えん 

   （註）且（まさに）法 (フランス) 中 (中国 ) 

上の漢詩は、 10 年前に作りました。    

60周年に当り見直していたところ、 

『且行実験法中呆』が目に留まりました。 

将にこの時、フランスと中国が核実験を行い世

界の注目を浴びていた時だったのです。 

それから 10年、今年の５月に開かれた核不拡

散条約再検討会議で明らかになったのは、アメ

リカ、ロシア、イギリス、フランス、中国、イ

ンド、パキスタン、北朝鮮、イスラエルなどの

核保有国並びに核保有願望国が、世界の大多数

の市民や国の声を無視し、人類を滅亡に導く危

機に陥れているという事実です。 

唯一の被爆国日本の国民として、私たちは，

ヒロシマ・ナガサキの被爆の実相を世界につた

え、核実験禁止・核兵器廃絶を訴える責務があ

ります。            Ｓ・Ｎ 

 

トピックス 


